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Vol.11-6：2012.2.24 子どもの虹情報研修センター機関誌 

このたびの東日本大震災により

亡くなられた方々に心からお悔

やみを申し上げ、被災された

方々に謹んでお見舞い申し上げ

ます。  
一日も早い復旧と、被災された

地域の方々のご健康を心よりお

祈り申し上げます。  

           企画・編集室（担当：南山）お気づきの点は下記まで… 

〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町９８３番地 子どもの虹情報研修センター 

TEL 045-871-8011 FAX 045-871-8091 Email info@crc-japan.net 

 

ネットいじめ  

総務省がH21年末に行った『通信利用動向調査』によると、6-12歳の69％、13-19歳の

96％がインターネットを利用しています。そして、文科省が毎年行っている『児童生徒の問題行動

等生徒指導上の諸問題に関する調査』によるとH22年度全国の小・中・高・特別支援学校

で「パソコンや携帯で誹謗中傷や嫌なことをされる」いわゆる『ネットいじめ』は、2.924件発生してお

り、いじめ全体の3.9％を締めていました。“学校裏サイト”という言葉を耳にしたことがある方も多い

のではないでしょうか。学校による悪質な書き込みの削除や、子どものアクセス制限、心のケアなどの

対策が行われていますが、大人の目が届きにくい場所でもあり、その対処は不十分であるといわれて

います。 
同様の問題は日本だけではありません。Cyber Bullying Research Center という、アメリカの

ネットいじめ研究サイトによると、ネットいじめの被害を受ける確率が 40%以上、加害をする確率が

20%以上とする調査報告があるそうです。対策として、学校が書き込みの消去を行うよりも家庭で

の話し合いの重要性を強調しており、必要があれば学校警察官への受け渡しや、法的手段を取っ

て対処することもあるといいます。 
アメリカでは 46 州がいじめに関する条例を制定しており、内 34 州ではネットいじめに関する記述

も含まれています。8 州では刑罰を科す場合もあるそうです。とはいえ、多くの州は各学校で校則を

設けることがメインの対策となっており、前出のサイトでも、加害児童に対し、例えばいじめ防止ポスタ

ーを作成してもらう、など柔軟な対応をするように呼びかけていました。 
日本では、条例や校則の必要性はそれぞれの自治体や学校に一任されていますが、文科省も

教員向けのネットいじめ対応マニュアルを出すなどの対策をとっています。インターネットは便利です

が、正しい使い方は、世界共通大人が責任持って伝えなくてはですね。        （山邊） 

～JaSPCAN 日本子ども虐待防止学会 いばらき大会 報告～ 

昨年 12 月 2-3 日、茨城県つくば市で JaSPCAN いばらき大会が開催されました。大会のメインテーマは「子ども虐待の予防を考える」

でした。予防に関する自主シンポや研究発表も増え、David Olds先生を招聘しての国際プログラムも組まれました。また、東日本大震災を

受けて震災関連特別企画も組まれていました。虹センターは毎年参加し、幅広い情報を得る貴重な機会となっています。また、センターか

らブース出展や研究報告などを行い、積極的に発信をしました。報告したものの中で、いくつかをピックアップしてご紹介します。 

●ブース展示 

＜虹センター＞センター事業の紹介や今年度の公開講座や研究の報告と共に、来年度の研修一覧を紹介しました！ブースに置いたパ

ンフレット、事業案内チラシ、研究報告書などは、多くの方がお持ち帰りになりました。センター事業に興味を持って頂き嬉しい限りです。 

＜子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー＞前号で紹介しました第 5 回たすきリレーについて、たくさんの写真とともに報告しました。

各地のたすきも並び、オレンジ色がキラキラ輝いていました。 

●分科会 

＜児童相談所における専門性の確保,向上のあり方を考える＞児童福祉司を中心に児童相談所の専門性について、現場からの意見も

盛り込んだディスカッションを行いました。分科会を通して児相の専門性の確保・向上が急務となっていることが浮き彫りになりました。 

＜虐待対応における人材育成＞児童相談所、市区町村、児童福祉施設それぞれが人財育成に関する実践報告を行い、課題や必要な

要件などを検討しました。人材育成体系を構築していく上では、地道に戦略を練って取り組むことが重要であると再認識しました。 

●一般演題 

＜児童の虐待死に関する文献研究＞2009 年までの約 250 点の文献を中心に、児童の虐待死に関する先行研究の成果および課題につ

いて整理したものを報告しました。 

 来年は高知りょうま大会ですね。また JaSPCAN でお会いしましょう！ (南山） 

☆平成24年度の研修概要（冊子）

は、3 月初旬に各機関にお送りする

予定です。合わせて HP にもアップし

ますので、ご確認ください。 

★平成24年1月より、センター内は

禁煙となりました。ご協力よろしくお願

いいたします。 
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